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研究の目的

インドネシアは従来の強力な国民統合政策に加えて, 「多様性の中の統一」と

いうスローガンを達成すべく, 1994年に地域科(MuatanLokal)という特色ある

教科を小・中学校教育課程に特設したO　この地域科はこれまで分析してきたよう
(l)

に,初めて各州の自由裁量権によって地域の多様な文化やニーズにあわせた教育

が行われる点に特徴がある。そして,そこで期待されていた本来の機能は,地域

文化を保持・発展する意識や態度の形成,地域愛の醸成,地域開発を志向する人

材の育成であった。その後,筆者が,西カリマンタン州,酉ジャワ州および西ス

マトラ州の小・中学校において地域科授業の参与観察を行ったところ,地域科は
(2)

多くの場面で期待されていたように機能していた。

ところが,地域科の教授学習過程をつぶさに分析した結果,本来の機能とは逆

に機能する場合があることが分かった。その逆の機能とは, ①他民族・他文化に

対してネガティブなイメージを生徒に与えることにより,他民族・他文化に対す

る差別的意識や態度を助長する機能(以下,他民族文化差別機能とよぶ), (塾小数

民族文化を無視して州のマジョリティ文化を教えることにより,より一層少数民

族文化を周辺化させ,消滅を早める機能(以下,他民族文化否定機能とよぶ)で

ある。これらは政策立案者たちが当初予期しなかった負の作用である0

そこで本論文では,こうした逆機能がみられる教授学習過程の典型例を取り上

げ,教師と生徒の会話分析を行い,このような逆機能が生じたのは,人口動態,

民族構成,文化的・社会的情況.教育学的要田にあると推測し,考察する。

具体的には, ①他民族文化差別機能の典型例として,西カリマンタン州ボン
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ティアナック市の小・中学校において週2時間行われている地域科「アダット

(慣習法)と伝統の学習」の授業例を三つ挙げる.授業例1 (国立第1小学校5年

A魁)では,ジャワ人教師が,ジャワ人が大半を占めるクラスにおいて,ダヤク

文化に対するネガティブなイメージを生徒に与え,生徒もまた教師に従ってその

イメージを共有していく過程がみられる。授業例2と授業例3 (国立第3中学校

1年A魁とB魁)では,教育規定要因のいくつか(学習指導要領,教材,生徒の

文化的・社会的背景)が同じでありながら実際の授業では大きな違いがみられる。

授業例2ではダヤク人教師が,ムラユ人が大半を占めるクラスにおいてダヤク文

化をユ-モラスに伝え,生徒は他民族文化であるダヤク文化を差別することなく

学習してる。しかし,授業例3ではムラユ人教師が,ムラユ人が大半を占めるク

ラスにおいてダヤク文化に対する差別的発言をして生徒にダヤク文化に対するネ

ガティブなイメージを与え,差別的意識や態度を助長している。そこでこの両者

の比較を通して,授業例3での地域科の逆機能を浮き彫りにし,その影響要因を

考察する。これら三つの授業例で明らかにされた他民族文化差別機能は,酉カリ

マンタン州特有の人口動態,民族構成,文化的・社会的情況,教育学的要因が複

雑に絡み合って起こったと推測し,考察するO

一方, ②他民族文化否定機能の典型例としては,酉スマトラ州ムンクウェイ諸

島シポラ島の中学校で週2時間行われている地域科「ミナンカバウ世界の文化」

の授業例を一つ挙げる。この授業例4 (国立ミオバン中学校2年B但)では,ミ

ナンカバウ人教師が,ムンクウェイ人が大半を占めるクラスにおいて,ミナソカ

バウ文化の学習を正当化していく中で,ムソタウェイ文化の劣等性とミナンカバ

ウ文化の優越性を強調する過程がみられる。生徒はそれに対して反発しながら

も,徐々に自己蔑視的意識を抱く様子がうかがえる。この点は,質問紙調査票に

おける自由記述からも明らかになる。この逆機能は,酉スマトラ州における本島

とムンクウェイ諸島の関係の中での人口動態,民族構成,文化的・社会的情況,

教育学的問題が重なって起こったと推測し,考察する。

なお,インドネシアの教育カリキュラムに関する研究はこれまで多くなされて

きたが,地域科に関する研究は我が国では全くなされておらず,インドネシアに
(3)

おいても教員向けの概括的な実施状況報告が二,三なされているだけであり,本

論文で取り扱った地域科の逆機能に関する批判的研究は,未開拓分野である。
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インドネシアにおける地域科カリキュラムの機能に関する批判的研究

1.他民族文化差別機能

以下,他民族文化に対してネガティブなイメージを与え,差別的意識や態度を

助長する他民族文化差別機能の典型例として,酉カリマンタン州ポソティアナッ

ク市の小・中学校において週2時間行われている地域科「アダット(慣習法)と

伝統の学習」の授業例を三つ挙げる。

(授業例1 :国立第1小学校5年A組　ダヤク族の民話の授業1995年12月14日)

(授業例1)

教 師 : (黒 板 に ダ ヤ ク族 の伝 統 的 な 家 屋 の 絵 を 書 き)さあ 、 今 日は ダ ヤ ク族 の 昔 話 を しま し ょ うね え

(と表 情 豊 か に ダ ヤ ク族 の 昔 話 を 始 め る0)

生 徒 : (真剣 に教 師 を 見 つ め る。)

教 師 : あ る村 に 貧 しい 4 人 の 家 族 が い て 、 お 父 さん は 子 供 に 何 か お い しい も の を 食 べ さ せ た い と

思 って 猟 に で か け た の 。 (中 略) で も何 日た って も ウサ ギ 一 ぴ き とれ な くて 、 お 腹 が す い て

す い て 森 を さ ま よ って (中 略 ) も う ど うや って 村 に 帰 った らい い の か 分 か らな くな って 、数

年 が 過 ぎた の ね 。 そ して そ の お 父 さ ん は ど うな った と思 う ?

生 徒 。 (ど うな った のか な あ 、 と考 え る。)

教 師 : (数 秒 待 って )あ の ね 、間 違 って 自分 の 子 ど もを射 止 め て しま っ て、食 べ て しま っ た の0 ‥… .①

生 徒 : ヒ ヤー 。 (と言 い な が ら笑 う。)

教 師 : 彼 が 肉 を 食 べ る時 は 血 も一緒 に まぜ て食 べ るの よ ! ‥日..(診

坐 徒 ‥(一 斉 に) うつ え I 。 (と大 きな反 応 0 )

教 師 ‥(大 き な反 響 を よん で 大 満 足 とい う風 で あ る B) さあ 。 今 度 は あ な た た ち の 番 よ0 先 生 が した

お 話 を 誰 か も う一度 お 話 して み て くれ な いか し ら ?

生 徒 : ( 4 、5 人 の 女 の 子 が 手 を 上 げ 、 当 て られ た 生 徒 は ク ラス の 前 に立 っ て 話 す が 、結 局 恥 か し く

な って さっ さ と切 り上 げ た り、 も じも じした りす る 。)

教 師 ‥間 違 え を怖 が らな い で 、 お話 は膨 ら ませ て い い の よ。 ほ 】ら 、 ち ゃ ん と しな さ い0 先 生 は 食

ベ た りしな い わ よ。 も う朝 ご ほ ん は食 べ た んだ か ら。 … … ③

生 徒 ‥は は は ・ ・ ・. (と ク ラス が 笑 い 、 緊 張 が ほ どけ る。)

(中 略 )

教 師 : じ ゃあ 次 は 皆 が知 っ て い る ダ ヤ ク族 の お話 を 聞 か せ て 。 ク ラス の 皆 に ね 0

坐 徒 ‥(何 人 か が 元 気 よ く手 を あ げ て )イ ブ 一、 イ ブー (甘 え た 声 で 女教 師 を 呼 ぶ0 あ て られ た子 が

うれ しはず か しで お 話 を始 め る。) む か し- 、 あ る と こ ろに 一、 え っ と O po O p o ? ( 忘 れ て

うろ た え る と ジ ャ ワ語 が で る。)

教 師 : (す か さず ) こ ら。 0 p 0 は ジ ャ ワ語 で し ょ0 (と ち よっ と しか め つつ らを して み せ る0)

生 徒 : (ク ラ ス の皆 が ) も お し ょ うが な い な ー (と い っ た感 じで 笑 う。)

(謡 の 内容 は 3 人 と も状 況 設 定 が 違 って い る だけ で、間 違 え て 自分 の 子供 や親 を食 べ ち ゃ った

とい う もの で あ っ た。 ) .… ‥(初

教 師 : (腕 紅 み を して じ っ と聞 き入 り、生 徒 が 言 葉 に つ ま る と助 け 舟 を 出 した り、注 意 を 出 した りす

る 。 話 が終 わ る と) は い 、上 手 に 話 せ た わ わ 。誰 に 聞 い た の。 隣 の お ば あ さ ん ? あ らそ う。

発 表 して くれ る のは 女 の子 ぽ っか りね え 。 ほ ら 男 の 子 も。 (と い った 感 じで 内容 に つ いて は

全 くふ れ な いe ) は い 今 日は 葉 L か つたわ わ 、 こ の次 は この お話 を 書 い て み ま し よ うね 0 (で

授 業 を しめ く くる。)
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この授業では,ジャワ人のサリー先生がジャワ人が大半を占めるクラス(ムラ

ユ人4人を含む)において,ダヤク族の民話の学習を行う際,教師がダヤク

族・ダヤク文化に対するネガティブなイメージを生徒に与え,生徒もまた教師に

従ってそのイメージを共有していく過程がみられる。

教育文化省西カリマンタソ州事務所が発行した学習指導要領によれば,小・中

学校共通の「アダットと伝統の学習」の目標は, 「若い世代が高貴な文化の豊かさ

を知り,それらを評価し保持したいという意識と態度を持つようになること」で
(4)

ある。また, 5年生の授業目標は, 「ダヤク族やムラユ族の物語の中にある格言,

諺の意味がそれぞれの言葉や方法を用いて説明できるようにする。それらの格

言,諺がインドネシア語で言い表せるようにする」である。そして調査時の授業
(5)

目標は, 「話言葉による民話の伝え方を知る」であった.

これらの視点からサリー先生の授業内容をみると,格言,諺を見出すという重

要課題を行っていないことが分かる。サ1)一先生が話した民話は,ダヤク族・ダ

ヤク文化の野蛮さと愚かさを強調している(下線①②)。それに続く生徒の話も,

生徒がダヤク族に対して教師と同じイメージを抱いていることを顕著に示してい

る(下線④)。サリー先生は,この授業を楽しく,良い授業だと思っており,この

授業が地域科本来の目標である「地域の伝統文化を尊重する態度を育てること」

とは逆の方向に生徒を向かわせていることに気づいていない。サリ一先生は,イ

ンドネシア特有の「冗談」,つまり他の民族をステレオタイプ化して笑う「冗談」

を授業に持ち込むこと(下線③)に対する思慮深さを持ち待てない。なぜこのよ

うな授業が展開されたのだろうか。

この小学校は,教師のほとんどがジャワ人であるため,多くのジャワ人(半数

程度が公務員)の子弟が校区を越えて集まっており,生徒の大半を占めている。

しかし,彼らが学習しているのは,ダヤク文化である。つまり,教師や生徒の民

族と地域科で取り上げられている民族が一致していない。そのことが地域科にお

いて逆機能を生じさせる一つの要因になったのではないだろうかo　その点を明ら

かにするために,州の人口動態,民族構成と州の教育文化局の方針をみてみよう。
(6)

西カリマンタン州の人口は323万人(1985年),主要構成民族の推定人口数は,

ダヤク人(100万人強),ムラユ人(100万人),華人(30-35万人)であり(1983
(7)

午),その他移民のジャワ人などとなっている。ダヤク族,ムラユ族はカリマンタ
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ン島の原住民であり,華人は18世紀半ば以降の移民を主起源とした人々であり,

ジャワ人は古くからの他島-の進出と政府の移民政策により20世紀に入ってから

移り住んできた人々である。つまり酉カリマンタン州は人口の4分の1が比較的

新しい移民である華人,ジャワ人などから構成されている。そのため教育文化省

酉カリマンタン州事務所は,学習指導要領の序文において酉カリマンタン州が複

合社会であることを虫調し, 「様々な民族,エスニック集団のアダットや伝統は
(8)

賞賛に値する高い価値を内包する」と諸民族文化を承認している。ところがカリ

キュラム内容を見てみると,小学校5年生の目標のように民族名が明記されてい

るのはムラユ文化とダヤク文化のみで,比較的新しい小数派である華人やジャワ

人の文化は明記されていない。教育文化省州事務所は,地域科で学習すべき地域

文化を州の伝統的な文化とし,それはムラユ文化とダヤク文化であると定義した

のである。つまり西カリマンタン州に住む限り,ジャワ人はジャワ文化が高い文

化価値を持とうとも,州の伝統文化でないため,ムラユ文化とダヤク文化を学習

しなければならないというのである。その理由を,教育文化省州事務所の職員は

「ジャワ人生徒も州の伝統文化を学習することで地域への愛着が生まれ,地域-
L9I

の適応がスムーズに行われるから」であるという。一見この理由はもっともらし

いが,インドネシアにおいて文化的・社会的にマジョリティであるジャワ人がム

ラユ人が大半を占める地域で暮し,日頃交流することもなく,一般に野蛮で劣っ

た文化と見なされているダヤク文化を容易に尊重するとは考え難い。

こうした問題を未然に防ぐことのできなかった要因は,学習指導要領における

地域科目標,学習指導法の不明確さ,教科書の未発行,さらには教師の理解不足

であると考えられるo　ジャワ人教師サリ一先生は,新学期の直前に学習指導要領

を渡されただけで地域科に関するセミナー等に参加する機会もなく,理解が不十

分なままに地域科の教材を探し,ダヤク族に対する偏った知識によって授業を行

い,上記した地域科の逆機能を招いてしまったと考えられる。

(授業例2 :国立第3中学校1年A魁　ダヤク文化の授業1995年12月7日)

この授業では,ダヤク人であるダオ先生が,ムラユ人が大半を占めるクラス

(ダヤク人1人,華人2人を含む)において,ダヤク文化をユーモラスに伝えるこ

とにより,生徒は他民族文化であるダヤク文化を差別することなく学習している0
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(授業例2)

教師 : (ダヤク族の結婚申 し込み、婚約解消、結婚式に関す るアダ ッ トについて話 し出す。時 々イン

ドネシア語 に翻訳 できる言葉が あれば、 ダヤク語では こうで、 もしイ ン ドネシア語 だったら

こ うだ よと言 う。)ダヤクの社会では、結婚の申 し込みは 3 回 までだ0 例えば、 よしエデ ィ、

まず仲 介者 に相談 しに行 って . . . ……(り

生徒 : (エデ ィ君、指名 されて恥 か しくて体を もじもじさせ る。他 の生徒は) イエ - イ ! おっも し

れ- ! (と喜ぶ0)

教師 = (机間を回 り、生徒の机に手で触れながら話 し続 ける。) エデ ィは女の人側 の家 に行 き、彼 女

のお父さんに話す んだ0 …・・・(塾

その間その女 の人 は部屋 でこっそ り聞 いてい るんだ0 好 きだ った ら部屋から出て0 K す るん

だが、嫌 なら部屋か ら出ないんだ0

生徒 : へI 0 (全員嬉 しそ うに肱をついた りして聞いている。)

教師 : ま、例 えばエデ ィが ウ イアのお父 さんで ある、え っとお父 さんの名前は ? ……(診

生徒 : キ ヤI 、キ ヤI (と女 の子たちは嬉 しそ うに黒 ぐ。そ して ウイ7 が恥 か しそ うに) サ リム

教師 ‥うん、サ 1) ムさんの家に行って申 し込むわけだe……@ これ をダヤク語で N O T O S M A L A G

とい うんだ0 言 いた ?

生徒 : (さっとノ】 トに書 く0)

教師 : それ から、もしだめだ ったらエデ ィは 2 回 日の申 し込みにでかけるんだ。 ……⑤ まあ女 の

子は恥 か しいふ りをす るか らなかなか これが出て こないんだな0

生徒 = (興味津 々で聞いていた生徒たちはすかさず)違 うよ、先生好 きだか ら恥か しくて出た くても

出れ ないんだよ0 ……⑥

教師 : ほお、そ うか ー0 そ うい う時は妹 とかが こっそ りお母 さんを呼ぷんだ。 ウデ イアが うつ むい

ておかあさん、私彼が好 きなの、 と言 って、それをお母 さんがお父 さんに言 うんだよ0 (恥

か しがつている女 の子 の真似をす る.) (り

生徒 : わつははははO (おか しくてたま らない とい う感 じで笑 う0)先生 !女の子が先に言いに行 つ

たらいけないの ? (と 1 人 の女の子が元気 よく聞 く0) .…" (り

教師 ‥ふむ、それ はね、 ダヤク族 の中では駄 目なんだ よ0 (とおどけた衷情を して見せ る。) ……⑨

生徒 ‥ち ょっと不満 そ うな顔 をす る子 もい るし、だろ うな とい う表情をする子 もいる。 一.-.‖⑬

(+ ォM

教師 : 結婚式 ではな、豚 をつぶ してお客にふ るまうんだ0 ……⑫

生徒 ‥えーっ、豚 を食べ るの ? 本 当に ? ぎゃ】つ。(騒 ぐ0) …I.I⑫

教師 : (落 ち着いて)先生が結婚 した時なんて 3 頭の豚をふ るまって、すご く喜ばれたんだぞ。 (冒

を くりつとさせてに っこ りす る。) ‖….⑬

生徒 : 先生 、先生 ! もし私が ダヤクの人 と結婚 した らそ うしない といけないの ? …I.l⑲

教師 : そ うだ よ。

生徒 : (顔を歪めて)ひ よl (とい うが、ダヤク人を露骨 に蔑視す るような雰囲気ではない0) .…..⑮

教師 : (に こに こしなが ら自分の結 婚式の楽 しい経験 を語 る0) ‥.…⑮

ここでは,地域科は期待されていたように機能していると言えるo　この授業例

は,教育規定要因のいくつか(学習指導要領,教材,生徒の文化的・社会的背

景)が同じでありながら,実際の授業では大きな違いが生まれた授業例3での逆

機能を浮き彫りにし,その影響要因を考察するために取り上げた例である。

調査時の授業目標は, 「アダットによる儀式,違反の種類,違反者に適用される
C10)

罰の種類,法の適用方法を知る」であった。
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ダオ先生は,生徒を例え話に登場させることで臨場感を与え(下線①②③④⑤

⑦),発間しやすい雰囲気をつくり,生徒との活発な相互作用を生み出している

(下線⑥⑧⑲)。ダヤク族のアダットを押しつけることなく自分の経故もふまえて

伝え, 「違い」を「違い」として認めるという姿勢で授業を行う(下線⑨⑪⑬⑯)0

そのため,生徒も違う習慣に驚きはするが,差別的態度を示さず(下線⑲⑫⑮),

ダヤク族を同じ州に住む民族として興味を示す態度が育成されつつある。授業中

生徒が. 「ダオ先生はダヤク語がベラベラなんだぜ!」 「知ってるわよ!伝統保護

委員会のメンバーもしてるんだから!」と誇らしげに話していることからも,ダ

ヤク文化を尊重する態度が育っていることがうかがえる。

この授業例については,次の授業例3とあわせてさらに考察する。

(授業例3 :国立第3中学校1年B範　ダヤク文化の授業1995年12月26日)

(授業例3)

教師 .l さ あ。 私 た ち は こ の授 業 で 7 ダ ツ 下とい う民族 の 法律 を勉 載 す る。 特 に ス ク (民 族 ) ダ ?

(ダ の つ く民 族 名 を 挙 げ させ る た め に 言 う0 )

生徒 : ダ ヤ ー ク (と答 え る のは 少 数 。 聞 いて い る の は半 数 で 、 あ と は無 気 力 0 )

教師 :そ う。 ス ク ダ ヤ ク (ダヤ ク族 ) だ 。 彼 らは どこ に住 ん で い るか ?

生徒 ‥ 蝣 ・ ・ (え - つ、 ど こだ つけ とい う表 情 0 関 心 な しが 半 数 0)

教師 : (反 応 は な い の に 力 を込 め て )そ う、 奥 地 だ 。 奥地 に住 ん で い る。 … … ① 我 々 も また ア ダ ツ

トに従 って も い る のだ が 、 も うひ とつ 法 律 が あ る。 そ れ は何 か とい うと ? (また もや 反 応 は

な い の に) そ う、 イ ン ドネ シ ア民 族 の イ ン ドネ シ ア の 法律 で あ る ② ア ダ ッ トとい ら

に は 色 々な も のが あ る。 しか し、 ダヤ ク族 の よ うな法 律 は市 や町 に は 見 られ ない 。 奥 地 だ け

で行 わ れて い るん だ 0 (大声 で き っぱ りと言 う) (診

坐 徒 ‥(教 師 は 10秒 に 1 回 くら い は 言葉 を反 復 す る機 会 を 与 え るが 、全 く反 応 しな い 。 へ 】 、 とい つ

た感 じで教 師 が しゃべ りま くって い るの を じっ と聞 い て い るe )

教 師 :彼 ら (ダ ヤ ク族 ) の家 は とて も とて も、 我 々 の よ うに町 に住 ん でい る よ うな もの で は な い 0

枕 も毛 布 もな い e 何 もか もな い の だ 0 メ デ ィア も新 聞 も な い0 なぜ だ ? ‥‥..④

生徒 。 (教 師 の熱 の入 れ よ うに あ つけ に とら れ て 聞 い て い る生 徒 、 真 剣 に じっ と聞 い て い

る生 徒 、 し ゃべ る暇 も、 質 問 す る暇 もな い。)

教 師 ‥なぜ か とい う と、 そ の 地 域 の アダ ッ トに従 っ て い るか らだ 。 (中 略 ) 民 族 に は 色 々 あ る 0 そ

れ ぞ れ アイ デ ンテ ィテ ィ も持 って い る 0しか し町 に 住 ん で い る我 々 は 違 う0そ れ ぞ れ の ア ダ ツ

トに従 って 生 きて い るわ け で は な い 。我 々 は一 つ の 国 に住 む一 つ の 国 民 で あ るた め 、 同 じ法

律 に従 って い るの だ 。 私 た ち は 様 々な 言葉 、宗 教 等 を持 っ て いて 、 異 な って い るが 、 一 つ の

国 家 を形 成 して い るの だ … (9 例 え ば 、 ミナ ン カバ ウ人 0 彼 らは 以 前 熱 狂 的 に ア ダ ッ ト

に従 っ てい た が 、 今 では ほ とん ど従 って い な い0 なぜ だ ? なぜ な ら どん どん 進 む 開 発 、 進 歩

に合 わ な くな った か らだ 。 そ の うち 奥地 の 老 人 に まで 教 育 が 十 分 行 き届 く よ うに な った ら、

もは や ア ダ ッ トに 従 う もの は い な くな くな るだ ろ う。 ま さか 、 (ダ ヤ タ族 の アダ ッ トの よ う

に ) 人 を殺 して お い て 、 刑 場 所 に 入 る こ と もな く、罰 金 だ け で 許 され るな ん て ‥ l 0 例 え

ぱ5 0ぴ きの 豚 と人 の 命 が 引 き換 え な ん て !」 (苦 々 しげ に 語 る) ‥‥‥⑥

生 徒 。 (シ l ソ と して 、静 か に聞 い てい る。)
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この授業でムラユ人のアリ先生は,ムラユ人が大半を占めるクラス(混血のダ

ヤク人1人,華人1人を含む)において,ダオ先生の授業と同じ教材を用いてい

るにもかかわらず,ダヤク族に対するかなり虫い差別的発言を繰り返し,壁徒に

ダヤク族・ダヤク文化に対するネガティブなイメージを与えている。

生徒の目をみることなく,手はいつも後に組むという権威主義的な雰囲気で授

業を行うアリ先生は,教材に書かれてあることを説明する際,常にダヤク族批判

をする。都会に住み国家の法律を守る国民である　く我々)に対して(下線②⑤),

く彼ら)ダヤク族は奥地に住み近代化も受け入れず,国家の法律にも従わない,豚

を食べる卑しい民族である(下線①③④⑥)と定義づける。その影響からか,こ

のクラスの生徒はダヤク文化のシンボルを表す言葉を用いて,友達をばかにした

りいじめたりしており,ダヤク族を蔑視する傾向がみられる。例えばこの授業後

の休み時間,ある男子生徒2人が,色の少し黒い少女を廊下で「ルマッパンジャ

ン,ルマッパンジャン(Rumahpaniang.'ダヤク族の伝統的なロング-ウスを示

す)」とはやしたてていじめるとことがあった。アリ先生のダヤク族に対するか

なり強い差別的発言は,生徒にダヤク族・ダヤク文化に対するネガティブなイ

メージを与え,生徒のダヤク族に対する差別的意識を助長していると思われる。

なぜこのようにダヤク族を蔑視するような授業になったのだろうかo

前述したように小・中学校の「アダットと伝統の学習」の目標は, 「若い世代が

高貴な文化の豊かさを知り,それらを評価し保持したいという意識と態度を持つ

ようになること」,中学校1年生の「アダットと伝統の学習」の目標ほ, 「生徒が

住む地域社会で行われているアダットとその種類,アダットや地域社会の長の機

能について知ること」である。調査時の授業目標は授業例2と同じである。この

「生徒が住む地域社会で行われているアダット」として,民族名が明記されてい

るのはダヤク族とムラ-族だけであるが,そこには両文化の優劣が感じられるよ

うな表記は全くない。教科書については,まだ発行されていないため,ダオ先生

もアリ先生もダオ先生のオジ(ダヤク人)によって書かれたダヤク族のアダット

に関する未発行の冊子を教材として用いていた。生徒の文化的・社会的背景につ

いても,クラスが違うというだけで,民族構成もほぼ同じである。

なぜこのように学習指導要領,教材,生徒の文化的・社会的背景が同じであり

ながら, 2人の行う授業とそれぞれが生徒に与える影響には大きな差が生まれた
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のであろうか。それは2人の文化的・社会的背景の違いに起因すると思われる。

ダオ先生は,カトリック教徒であり,アダットが強く残っている田舎で生まれ

育ったダヤク人で,ダヤク族の伝統文化保護委員会のメンバーとして活躍してい

る。自文化に対する誇りと愛情を鼓く持ち,地域科の目的には心より共感し,喜

び,使命さえ感じているのである。それゆえ,教授過程においても,民族の違う

生徒にいかに興味をわかせようかと工夫に懸命である。一方,アリ先生は,ムラ

ユ人であり,敬虎なイスラム教徒である.そのため,豚を食べるカトリック教も

しくはアニミズム信仰のダヤク族を同等の民族と認めていない。またアリ先生は

都会育ちでもあり,奥地で原始的な生活を送っているダヤク族(彼の誤った知識

でもあるのだが),という理由のみで蔑祝してしまう。さらに彼はこれまで経済

学を専門に教えてきたため,ダヤク文化についての予備知識は全くなく,いつも

授業前にダオ先生に質問しなければならない。そのため,プライドの高いアリ先

生にとって地域科は苦痛以外の何ものでもない。差別的意識,モチベーションの

低さが授業においても顕著に表われしまうのであろう。またこの学校は大きな貿

易港を持つ州都の市街地まで歩いて10分のところにある大規模校であり,生徒の

大半は都会育ちのムラユ人であるため,奥地に住むダヤク族との接触は極めて少

ないため,教師の持つ情報と情報の伝えかた次第で,ダヤク族へのイメージはか

なり偏向したものになってしまうのである。

2.他民族文化否定機能

これまで地域科の逆機能として他民族文化差別機能が典型的にみられる授業例

を取り上げ,分析・考察してきたが,ここでは小数民族文化を無視して州のマ

ジョリティ文化を教えることにより,より一層少数民族文化を周辺化させ,消滅

を早めるという他民族文化の典型例として,西スマトラ州ムンクウェイ諸島シポ

ラ島国立ミオバン中学校で週2時間行われている地域科「ミナンカバウ世界の文

化」の授業例を取り上げ,分析・考察する。

(授業例4 :国立ミオバン中学校2年ミナンカバウ文化の授業1996年7月23日)

この授業では,ミナンカバウ人のアフl)ザル先生がムンクウェイ人が大半を占

めるクラス(ミナンカバウ人1人を含む)において,ミナンカバウ文化の学習を
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(授業例4)

教 師 ‥(授業始 め、気乗 りしていない生徒 の様子 に気づいて)先生 だつて な、好 きで (この教科を教

えることを) 選んだわけ じゃないんだ。で もまあ、いや でも長 い間 してみ ろe ……①

生徒 : はっはっは。 (俺たちだつていやだ、 とい う感 じの生徒。)

教師 : まあ、おいし くても、 おい し くな くて も、お前たち も苦 いJ<キンを食 ってみ ろ。……(a

生 徒 =苦 いで- す、先生。 (皮 肉 つぼ く、ふざけて言 う)

教 師 :だが いつつ も食 ってみ ろ、 1 週間に 1 回、なれ るだろ ? ..….(診

坐徒 ‥(えー、 とい う顔 を して見 せる。)

教 師 ‥まあなれた ら苦 くな くなるもん さe まあ、この B A M (B U D Y A A L A M M IN A N G K A t3A U

の略 ‥ミナンカバ ウ世界の文化) だ つて同 じようなもんさ0 お前たちの文化が ミナ ンカバ ウ

文化 と違 ってて もな0でもまあ聞 くな。この B A M は必修のカ リキ ュラムと され たんだか ら0

まあその うち ミナ ンカバ ウ世界に対 して も興味が沸 くよ うにな るさ0 ‥ー…@

ミナンカバ ウ人に興味のあ る奴はいないのか ? ……(9

坐徒 ‥(気を悪 くして) いません、先 生。

教 師 ‥いないか ‥ .。 (しまった、雰 囲気 が悪 くな ったかな と心配そ う。)

生徒 ‥は っは っは . . . 。 (と笑 いとはす。)

教師 : さつきも聞いたが、お前たちは行政的にほ ミナンカバウの世界に属す るが、慣習的には どう

だ ?

生徒 =入 りません ! (きっぱ り0)

教師 ll入 らな いO ふん、 どっちが よ り童い と思 う? 法律 とアダ ットと ?

生徒 ‥アダ ット!

教師 :そ う、 アダッ トはなにせ数百年の受け継がれて きた ものだ0 法律なんて ものは昨 日できた も

んだ よな0 我 々( ミナンカバ ウ人 とムンクウェイ人) は違 うんだ。 も う数百年 も前か ら0 考

えてみ ろ、火山が噴火 し始めた頃か らあるんだ。それが ミナンカJ{ ウの文化の始ま りだ0 山

が今の ような大 きさになるまでだ0 … 動

よし歴史は こうだ0 気が進 もうが、進むまいが、 お前たちは B A M を愛 さなければな らない

建 」巾・蝣蝣if l

生徒 : (嫌な雰 囲気 にな りかけ る。)

哉師 ‥(すかさず冗談 をとば して生徒 の笑 いをとる0) よーし0 前に勉鼓 した ことの復習だ0 ミナ ン

カ)<ウの遊びを言 ってみろ。

生徒 : シレ (護身術) !

(中略)

教師 ‥シ レは ミナ ンカノミウ語だけ ど、 ミナ ンカノくウのシ レが特に有名だか らイ ン ドネシア語化 され

て シラッ トになったんだ …(砂

今では どこの人だ つて シラ ッ トを知 ってるんだ。 (筆者に) 日本にシラ ッ トはあ りますか。

(筆 者 うなず く。) は- ら、 日本 にだ ってあるんだ。 ムソタウェイだけさ、シ ラットが ないの

堕 し……⑨ (た くみに冗談をは さんで生徒が笑いを絶 やさない よ うに してい る0)

生徒 ‥「シ レ、 ゴール !」わ っは っはつ0 (ムンクウェイ語で冗談を言 って生徒 皮肉 つぼ く大笑 いす

旦⊇ll……⑲

教師 ‥(何 を言 った のか、 ど うい う意味なのか、なぜ笑 うのか分か らず、 ム ツした面持ちで)好 きで

あろ うとなかろ うと、 ムンクウ ェイはパ t) アlT ン県に入 るんだO 彼ら (ミナ ンカバウ人) は

ムンクウェイ人を昔の人とか辺境地 の人とか言 うな0 パダ ソ (州都) に行 けば高校が ある。

羨 ましいだろ う0 …‥.⑱

生徒 : (悲 しそ うな顔をす る0) 行 きた い ! (と叫ぶ生徒数人O) ううん0 (とつぶや く生徒数人0)

教師 ‥お前たち、今はお もしろ くな くてもパダンに行けた時に ミナ ンカバウの文化 を勉穀 しておけ

ぱ役にたつぞ ! 褒め られるぞ ! ‥日日⑫

生徒 ‥‥ . 0 (複雑な表情。)
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正当化する中で,ムンクウェイ文化の劣等性とミナンカバウ文化の優越性を虫謁

していく過程がみられる。生徒はそれに対して反発しながらも,徐々に自己蔑視

的意識を抱く様子がうかがえる。

教育文化省西スマトラ州事務所が発行した学習指導要領によると「ミナンカバ

ウ世界の文化」の目標は, 「児童・生徒が日常生活の中でのミナンカバウ世界の
し1 ll

文化の価値を知り,理解し,評価し,文化に親み,活かすこと」である。調査時

の授業内容は, 「ミナンカバウ民族の伝統的な遊びについて知ること」であったo

ミナンカバウ人であるアフリザル先生は,ムンクウェイ人である生徒がミナンカ

バウ文化を学習することを正当化しようと試みている。まず慣れればおもしろく

なると説得するが(下線①②③④),生徒には受け入れられない.次に冗談半分に

ミナンカバウ人に「興味」はないかと聞くが(下線ゥ),思春期の子どもたちは余

計気を悪くするo　そしてミナンカバウ文化が法律より長い歴史を持つことを虫調

し(下線(む),ムンクウェイ文化は自然淘汰されるもので,より発展したミナンカ

バウ文化を受け入れなければ進歩はないと述べる(下線⑦,授業外でもこの様な

発言をしばしば行う)。またしてもその正当化は生徒によって受け入れられない

ため,アフリザル先生は,ミナンカバウ文化が素晴らしいこと,全国的にも有名

であること,ムンクウェイ文化は劣っていることを,具体例を持ち出してきて虫

調する(下線⑧⑨)。そこで生徒は,アフリザル先生が分からないムンクウェイ語

で冗談を言い,笑うことで密かに反抗する(下線⑲)。少し気分を害したアフリザ

ル先生は,どんなにあがいても現実的にムソタウェイ人・ムソタウェイ島が進歩

・発展するためにミナンカバウ人がマジョリティである本島に依存しなければな

らないことを述べて(下線⑪⑫),生徒に自分たちが遅れているという自己蔑視

的意識を抱かせている(下線⑬)。

生徒の気持ちをより理解するため, 2クラス60人の生徒に自由記述式で地域科

「ミナンカバウ世界の文化」に対しての感想・意見を書いてもらった。その結果,

ポジティブな意見がネガティブな意見より若干多い程度で,多様な意見がみられ

た。ネガティブな意見には, 「おもしろくない・言葉が理解できない(教師はミナ

ンカバウ語を用いることが多いため)」 「ムンクウェイ人には合わない」などがあ

り, 「先生たちはミナンカバウ文化だけではなくてムソタウェイ文化も知ってお

くべきだ」というように教師が自分たちの文化を否定していることに厳しい批判
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をしている。また, 「農作業のよりよい方法を勉強した方が役に立つ」といった建

設的な意見もあった。ポジティブな意見には, 「必要である」 「おもしろくて好

き」 「島が進歩するために有効」 「パダソで勉強を続けるのに有効」 「ミナンカバウ

文化は特徴的で強い」などがあり, 「この授業で両親や幼い子にどうやって接す

るべきか知ることができる」 「ミナンカバウ文化を勉強するのはとっても菜しく

て,私にとってはまるでアダットの真珠を手に入れているようだわ」などもあっ

たO　最後の二つの意見からは,ムンクウェイのアダットにある人々との接し方の

存在を考慮せず,ミナンカバウ文化を崇拝する様子がうかがえる。

では,生徒は学校においてミナンカバウ人とどの.ような関係にあるのだろうか。

このミオバン中学校の教師は, 12人中10人がミナンカバウ人であり,生徒は294

人中25人がミナンカバウ人(主に公務員や商業関係)の子弟である。彼らがムン

クウェイ人をどのようにみなしているかは, 「ムンタイウェイ人もイリアン人と

同じ。服も葉っぱ,帽子も葉っぱ。礼儀作法も知らないし,私たち笑っちゃう

わ」という生徒の言葉に集約されているように,低く評価されていることがうか

がえる。それに対して,ムンクウェイ人生徒はそれをくやしく思いつつもどこか
C12)

納得している部分がある。なぜ地域科でムンクウェイ民族の文化が承認されない

のだろうか。またなぜムンクウェイの人々は自文化が否定されることに克く反発

しないのだろうか.その理由は,ムンクウェイ諸島と西スマトラ州本島との従属

的関係,ムンクウェイ民族の文化的・社会的劣勢によるのではないだろうか。

ムンタウェイ諸島は,インド洋沖に浮かぶ小群島であり,酉スマトラ州パダ

ソ・パ1)アマソ県に属するo　酉スマトラ州は面積4万9.778M,州の総人口は約
(I3)

400万人(1990年)で,うち90%がミナンカバウ人である。それに対し,ムンク

ウェイ諸島は総面積8,(　　総人口は約4万545人(1980年)で,うち90%がム

ンクウェイ人である。ミナンカバウ族は, 1950年代末にイソドネシア共和国革命

政府の本拠地として激しい分離・独立運動を経験するというイソドネシア諸民族

の中でも虫い民族意識を持つこと,イスラム信仰の厚いことでも全国的に有名で

ある。またス-ルト体制確立後は政府の援助により,西スマトラ州本島は目覚ま
C14)

しい発展を遂げてきたo　一方,ムソタウェイ民族は,カト1)ック,プロテンスタ

ントに改宗しているものの,アニミズム信仰が板東く,今もなお伝統的な生活様

式を守り,海岸部での商業活動以外,外来との交流を拒んできた,インドネシア
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において特異とされる少数民族の一つである。さらに彼らの生活レベルは極めて

低く,シポラ島でも,すべての面で開発は遅れている。ミオバン中学校の女子生

徒は寮で共同生活を送っているが,バナナとタロイモ以外をロにすることはほと

んどない程である。彼らが生活レベルを向上させようと願えば,スマトラ本島か

らの開発援助を待つか,奨学金を待て本島に渡って高校に進学するしか道はない。

したがって,教育文化省西スマトラ州事務所長も「あなた(筆者)紘,ムンタ

ウェイ文化を教えるべきではないのかと聞くが,彼らにも進歩する必要があるで

しょう。彼らが進歩するためにはミナンカバウ文化を学ぶことほ好ましいことで
(15)

あるし,パダソの高校に進学した際には大変有効なのではないかね」と述べる0

そのような考えが教育文化省の州事務局にあるため,学習指導要領の序文にも

「自然環境,社会環境およびミナンカバウ文化について教えることにより,児童・

生徒が当該地域から孤立せず,地域社会に親密になる大きな可能性を与えること
(16)

ができる」と書かれるなど,西スマトラ州の文化はミナンカバウ文化であるとす

る,自文化中心的な意識がうかがえる.ただ,この学習指導要領には,確かに「ミ

ナンカバウ世界の文化」が必修となっているが,他民族文化を否定せよとも書か

れていない。つまり教師の力量次第では,生徒にモビリティ保障のためのマジョ

リティ文化-の適応をさせつつ,彼ら自身の文化を尊重する態度を育成させるこ

ともできるはずなのである。しかし,このアフリザル先生は新任教師であるた

め,ムンクウェイ文化にも精通しておらず,生徒がもつ文化的アイデンティティ

を尊重しようとする意識も低かったため,それが果たされなかったと考えられる。

結　　論

地域科は本来,地域文化を保持・発展する意識や態度の形成,地域愛の醸成,

地域開発を志向する人材の育成を行うという機能が期待されていた。インドネシ

アは国家レベルで見れば民族は多様であるが,一つの村においては単一民族であ

る場合が多く,地域文化と民族文化,教師と生徒の民族が一致し,他民族・他文
(17)

化が混じることなく地域科が期待された通りに機能する場合が多い。

しかし,本論文で明らかにしてきたように, ①他民族文化差別機能, ②他民族

文化否定機能というように,逆に機能する場合があった。そしてそこには,人口

動態,民族構成,文化的・社会的情況,教育的要因が影響したと推測し,考察し
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てきた。それらをまとめると以下のようになる。

①他民族文化差別機能

西カリマンタン州においては華人やジャワ人の移民が増えており(人口動態),

移民による小数派によって州の民族構成は多様となっている。また州の2つのマ

ジョリティのうち一つの民族文化(ダヤク文化)は一般に劣った文化とみなさ

れ,もう一つの民族文化(ムラユ文化)や州内における小数派である民族文化

(ジャワ文化)は一般に高く評価されているという文化的・社会的情況がある。

さらにそれらに起因して起こった問題(教師や生徒の民族と学習対象民族の不一

致)に対処できる教育条件の不整備という教育学的問題が絡み合って生じたと言

える。

(塾他民族文化否定機能

ムンクウェイ人は,商業活動を除いて外来との交流を拒んできたため(人口動

態),西スマトラ州におけるマイノリティ(民族構成)と位置付けられるだけでな

く,辺境の特異な少数民族とみなされている。また,西スマトラ州におけるマ

ジョリティ(ミナンカバウ族)とは文化的・社会的に従属的関係にあるという文

化的・社会的情況がある。さらにそれらに起因して起こった問題(地域科におけ

るムンタウェイ文化の否定)に対処できる教員の資質の問題という教育学的問題

が絡み合って生じたと言えるo

この二つの逆機能は特異な例であるが,以上述べたような要因が重なり合え

ば,どの学校においても地域科は逆に機結する可能性を持つことを示している。

他民族に対する差別的意識を学校で助長させること,民族文化の否定を学校が

伝達することの問題は大きく,地域科が抑圧装置となり得る危険性は高い。多様

な文化的アイデンティティをもつ個人が,お互いを平等な存在として承認するた

めに教育カリキュラムはどうあるべきか,今後も検討していくべきであろう。
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Finally, the textbook argued that the students should work to make a strong

nation through respect for the Emperor and the effort to study things modern. This

does not seem to have intended a resistance of the Japanese invasion, because his

intention was to advocate patriotism among the Korean people, not to stir up

anti-Japan feelings. He had advocated patriotism since long before the "Protection

Treaty". The main reason why this book was prohibited was its repetitious emphasis

on patriotism, of which the Japanese invaders became nervous.

The logic which connected royalism and patriotism could be seen in the

Japanese textbooks around 1890. So the logic of this textbook was rather similar to

that of Japanese ones in the same period. Chang Jiyeon was close to Oogaki Takeo,

and it was widely known to Korean intellectuals that Japan had mixed Confucian

royalism and modern thought. It is ironic that in all probability, he took in that

Japanese atmosphere unconsciously.

A Critical Study on the Functions of the "Local Curriculum"

("Muatan Lokal") in Indonesia.

Ayami NAKAYA

(Graduate Student, Hiroshima University)

Local Curriculum (Muatan Lokal) as a specific course taught in elementary and

early secondary schools, was added to curriculum policy in 1994 as part of abroader

policy of "Unity Among Many." There to fore, policy was adamantly focused upon

unifying the many and diverse ethnic group identities into one, national Indonesian

identity. As has been shown in precedent research, the policy's distinctive character lie

in the discretionary power given to local administrations to create curriculum

appropriate to its cultural needs. The effort was expected to contribute to foster

growth of consciousness and attitudes for both the conservation of traditional ethnic

culture as well as its development, and to produce people who passessed a love of

community and were committed to its development.

Since the inception of this policy, the author has conducted participatory
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observations of local curriculum classes in elementary and early secondary schools in

West Kalimantan, West Java, and West Sumatra, and has found that many of the

expected functions of the original policy are in fact being carried out. Nonetheless,

according to these observations, there is proof that functions contrary to the original

plan are also present in its actual implementation.

These contrary functions can be summarized as follows. First, by presenting a

negative image of other ethnic groups and cultures to students, discriminatory

consciousness and attitudes are aggravated rather than alleviated. This function will be

referred to below as the "Discrimination Against Other Ethnic Cultures" function.

Second, by means of denying attention to minority cultures in the state's curriculum,

these groups are further pushed to the fringes of community identity and are in

essence functionally extinguished. This will be referred to as the "Negation of Other

Cultures" function. These functions were not calculated by the programming teams in

to the initial proposals of the local curriculum.

Following, the current research begins with an analysis of teacher-student

interaction and dialog in numerous classroom situations wherein these contrary

functions typically occur. It postulates that these functions are the result of certain

factors, and considers the results of observation based up on them. Specifically, the

movement of population, ethnic structure of a community, cultural and social conditions

and pedagogical factors are considered. Results are as follows.

1) Discrimination Against Other Ethnic Cultures function

Due to transmigration, the Chinese and Javanese ethnic populations have

increased in West Kalimantan (movement of population factor). Hence, the ethnic

structure, specifically the minority representation has diversified (ethnic structure

factor). In addition, the two ethnic groups constructing themajority population of the

state, are ranked differently. The Dayaku culture is widely considered inferior to not

only the other majority Mulayu culture but to other minority cultures such as the Java

(cultural and social conditions factor). Furthermore, stemming from these demographic

factors, the education institution of this state is challenged with the problem of coping

with a situation where the ethnic make-up of teachers and students is inconsistent

with the ethnic groups studied (pedagogical factor).
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2) Negation of Other Cultures function

The Mentawai people of West Sumatra have evaded any contact with other

ethnic cultures outside of that necessary to business transaction (movement/non-mov-

ement of population factor). Accordingly, not only are they attributed minority status

as a segment of the state's population by numbers, but are recognized as a peripheral

and isolated population in the cultural sense as well (ethnic structure factor).

The Minang Kabau people are the majority population in West Sumatra, and

the Mentawai are culturally and socially dependent on them (culture and social

conditions factor). Based upon, and in addition to, this dependent and hierarchical

relationship, study of the Mentawai culture is not included in West Sumatran

curriculum, and thus functionally negated. Subsequent educationalissues and problems

stem from these demographic factors and are complicated by them. For example, a low

evaluation of the quality of teachers is based upon their lack of recognition and respect

for human rights and ethnic education resulting from this Negation factor.

These two contrary functions are recognizably extreme. Nonetheless, if, as has

been illustrated above, these factors exist simultaneously, they can potentially appear

and complicate similar policy efforts in any given state or school.

In effect, there is a high potential for Local Curriculum policy to serve asan

apparatus to both aggravate discrimination against other ethnic groups and to create a

situation where schools are actually functioning to negate minority ethnic groups and

their identities. Research aimed at establishing appropriate curriculum that appreciates

equality among individuals as members of communities who vary in cultural identity is

essential to the development of successful education policy.
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